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１．はじめに 

 地質調査所は平成 7～8年度に大阪平野に伏在する上町断層の南北両延長部において，合計４測線

のＰ波反射法探査を行った。その結果，同断層は千里丘陵の仏念寺山断層等と一連の活断層系を形

成し，その全長は 40km 以上に達することが判明した。このような調査結果を承けて，平成９年度

には群列ボーリングとＳ波反射法探査を実施した。 

 

２．調査地点 

 本調査では沖積低地に伏在する住之江撓曲を調査対象とし，８年度にＰ波反射法探査を行い，既

存試錐資料が揃っている大和川左岸の堺市側で調査を実施した（第１図）。 

 

３．群列ボーリング調査の仕様及び結果 

 撓曲部を挟む 700ｍの区間に西からA～ Fの６孔を掘削し，各 21～55ｍ，延べ 250ｍのオールコア

試料（住之江コア）を採取した。第１表にコアの層序総括表，第２図にコアの層序対比断面図を示

す。住之江コアは下位より，上町累層（最終間氷期の堆積物），天満累層（中～低位段丘相当の最終

氷期～晩氷期の堆積物），難波累層（完新統）に区分され，各累層は，明瞭な浸食基底（不整合面）

によって境されている。 

 上町累層は著しい撓曲変形を被っており，Uu層の基底は A～F孔間で 32.54mの高度差を有する。

この撓曲変形は天満累層の中・下部にまで及んでいる。難波累層中には住之江撓曲の活動を示唆す

る堆積物や構造（津波堆積物，液状化跡等）は認められなかった。 

 

４．Ｓ波反射法探査の仕様及び結果 

 撓曲部を挟むＢ～F孔間に長さ 310mの測線を設定し，発震点及び受震点間隔各 1m，標準CMP重合

数50の仕様で探査を行った。住之江コアの対比結果を重ねて示した深度変換断面図を第３図に示す。

群列ボーリングで認められた難波累層，天満累層及び上町累層Uu層の各基底の不整合面は，いずれ

も明瞭な反射面として捉えられた。さらに天満累層中には，ほぼ水平な強い反射面が認められた。

この反射面は，群列ボーリングの結果から，Tu層の基底に対応すると判断される。この反射面より

下位の天満層中・下部相当部には西へ傾斜する反射波構造が認められるのに対して，この反射面よ

り上位のTu層相当部にはほぼ水平な反射波構造が見られる。これはコアの対比結果と調和的であり，

Tm層－Tu層間に傾斜不整合が存在することを示唆する。 
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５．住之江撓曲の活動履歴 

 平均変位速度：上町累層 Uu層の基底の高度差（A－F孔間で 32.54m）から，約 13万年前以降の

住之江撓曲の平均上下変位速度は，0.25m/千年程度と見積もられる。 

 最新活動時期：今回の調査では，住之江撓曲が完新世に活動したことを示すデータは得られなか

った。住之江撓曲の活動を示す最も新期の証拠は，Tu層－Tm層間の傾斜不整合である。現時点のデ

ータでは，この不整合により示されるTm層堆積後／Tu層堆積前の活動が住之江撓曲の最新活動に当

たる可能性が高いと考えられる。この活動の年代は，Ｂ孔のTu層最上部から得られた14Ｃ年代（12,700

年BP）から，1.3万年前より古いと推定される。現在，この活動の年代を特定するため，天満累層の

花粉分析と14Ｃ年代測定を実施中である。 

（七山 太・杉山雄一） 
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第１図 調査地域位置図（左），並びにボーリング掘削地点（A～F）及びＳ波反射法探査測線位置図（右） 

Fig.1 Index map of the study area (left), and location map of boring sites (A～F) and S-wave siesmic reflection survey line (right). 
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第１表 住之江コアの層序総括表 

Table.1 Summary of the stratigraphic analysis of the Suminoe cores. 
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第２図 住之江コアの層序対比断面図 

Fig.2 Stratigraphic correlation profile of the Suminoe cores. 
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第３図 住之江撓曲のＳ波反射断面図（深度変換断面）。鉛直誇張：約４倍。 

Fig.3 Depth-converted S-wave seismic profile of the Suminoe flexure. 
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